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② 

消
火
器
の
使
用
期
限
・
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
な 

ど
の
消
火
設
備
の
設
置
、
非
常
通
報
装
置
の
点
検

を
行
い
、
常
に
正
常
に
機
能
す
る
よ
う
整
備
し
て

い
ま
す
。 

〈
三
〉
施
設
内
外
の
設
備
の
確
認
は 

① 

書
棚
、
ロ
ッ
カ
ー
や
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
な
ど

の
電
化
製
品
は
、
金
具
な
ど
で
壁
や
床
に
固
定

し
、
転
倒
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。 

② 

高
い
と
こ
ろ
に
物
を
置
い
た
り
せ
ず
、
非
常

口
や
避
難
路
を
塞
ぐ
よ
う
な
物
を
置
か
な
い
よ

う
留
意
し
て
い
ま
す
。 

 二
、
施
設
内
の
衛
生
管
理
の
備
え
に
つ
い
て 

〈
一
〉
施
設
に
お
け
る
衛
生
管
理 

①  

人
の
手
に
は
、
数
多
く
の
微
生
物
が
付
着
し

て
い
ま
す
。
病
原
微
生
物
を
洗
い
流
す
こ
と
は

食
中
毒
対
策
に
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

②  

手
洗
い
の
時
間
・
回
数
に
よ
る
効
果
の
確
認 

③  

日
常
の
手
洗
い
の
タ
イ
ミ
ン
グ 

 
 

ａ 

嘔
吐
物
を
処
理
し
た
あ
と
で 

 
 

ｂ 

ト
イ
レ
を
使
用
し
た
あ
と
で 

 
 

ｃ 

廃
棄
物
な
ど
の
処
理
作
業
を
し
た
あ
と
で 

  

           

東
日
本
大
震
災
の
爪
痕
が
い
ま
だ
に
残
り
、
最
近

で
は
、
広
島
県
で
土
砂
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
で
の
防
災
に
つ
い
て
、
ま
た
施
設
で
の
対
策

な
ど
に
つ
い
て
も
あ
ら
か
じ
め
考
え
て
お
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

高
齢
者
福
祉
施
設
等
の
利
用
者
様
は
、
災
害
発
生

時
に
自
力
で
の
安
全
確
保
や
避
難
が
困
難
な
場
合
が

多
く
、
生
命
に
危
険
が
及
ぶ
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
施
設
が
独
自
に
対
策
を
講
じ
て
お
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 一
、
施
設
の
安
全
対
策
の
備
え
に
つ
い
て 

〈
一
〉
施
設
の
立
地
条
件
の
確
認
は 

① 

当
施
設
は
、
湧
水
群
の
中
に
あ
り
、
地
盤
や

地
質
、
地
形
な
ど
を
確
認
し
、
地
域
と
連
携
し

て
備
え
て
い
ま
す
。 

② 

「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
な
ど
で
河
川
の
氾
濫
、

崖
崩
れ
な
ど
の
危
険
性
を
予
め
把
握
し
確
認
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。 

〈
二
〉
施
設
設
備
の
安
全
確
認
は 

① 

当
施
設
で
は
、
火
災
に
備
え
、
施
設
の
不
燃

性
に
つ
い
て
常
時
確
認
し
て
い
ま
す
。 

 防
災
の
備
え
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

九
月
一
日
は
防
災
の
日
、
一
九
二
三
年
の
こ
の
日
関
東
大
震
災
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
大
惨
事
を
忘
れ
な
い

た
め
に
、
こ
の
日
が
「
防
災
の
日
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
首
都
直
下
地
震
」
や
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
頃
の
備
え
を
大
切
に
… 

 
 

      

愛寿会では毎年「防災訓練」を実施しております。写真は「第二仁生園総合防災訓練」の様子です。 
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～ 

迎
え
火
・
送
り
火 

～ 

  

八
月
十
三
日
夕
方
、
正
面
玄
関
に
て
利
用
者
様
・
職
員

大
勢
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
「
迎
え
火
」
を
行
い
ま
し

た
。 

                    

        

 

～ 

小
荒
間
地
区
「
鈴
み
こ
し
」
に
大
喜
び
！ 

～ 

 
 

お
盆
の
八
月
十
四
日
小
荒
間
地
区
の
子
供
た
ち
が
、
公

民
館
の
夏
祭
り
で
「
鈴
み
こ
し
」
が
仁
生
園
を
訪
問
し
て

く
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
晴
れ
た
り
曇
っ
た
り
時
々
小
雨

も
降
る
生
憎
の
空
模
様
で
し
た
が
、
子
供
た
ち
の
熱
気
に

束
の
間
晴
れ
、
笛
や
太
鼓
の
「
こ
あ
ら
ま
太
鼓
隊
」
の
あ

と
に
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
と
子
供
た
ち
の
元
気
な

掛
け
声
が
響
き
渡
り
「
鈴
み
こ
し
」
の
登
場
で
す
。
入
所

者
の
皆
様
は
今
か
今
か
と
待
ち
わ
び
て
お
り
、
笑
顔
と
一

緒
に
一
斉
に
拍
手
で
迎
え
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
代
表
か

ら
「
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
、
大
き
な
拍
手
で
こ
た
え
て
い
ま
し
た
。 

        

 
 

～ 

中
学
・
高
校 

夏
休
み
の
体
験 

～ 

  

夏
休
み
に
入
り
、
市
内
の
中
学
・
高
校
生
の
皆
様
が
実

習
・
職
場
体
験
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。 
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ま
た
、
子
供
た
ち
も

ア
ン
コ
ー
ル
に
こ
た
え

て
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ

ッ
シ
ョ
イ
と
入
所
者
様

の
目
の
前
ま
で
「
鈴
み

こ
し
」
を
近
づ
け
て
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
に
は
一
際

大
き
な
拍
手
で
、
な
か

な
か
鳴
り
や
み
ま
せ

ん
。
入
所
者
様
は
、
子

供
が
大
好
き
で
毎
年
仁

生
園
を
訪
問
し
て
い
た

だ
く
地
域
の
元
気
な
子

供
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い

を
と
て
も
楽
し
ん
で
お

り
有
意
義
な
ひ
と
時
の

交
流
で
し
た
。 

        

～ 

小
泉
保
護
司
会
女
性
部 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

～ 

        

 

 

八
月
二
十
七
日
（
火
）、
小

泉
保
護
司
会
女
性
部
六
名
の

方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

普
段
手
の
行
き
届
か
な
い

玄
関
・
中
庭
の
窓
を
中
心
に
、

皆
様
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら

ガ
ラ
ス
磨
き
を
し
て
い
た
だ

き
、
ピ
カ
ピ
カ
に
な
り
ま
し

た
。
小
泉
保
護
司
会
女
性
部

の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

          

 

特
養
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
所
に
分
か
れ
、
最
初

は
戸
惑
い
な
が
ら
も
利
用
者

様
の
笑
顔
に
励
ま
さ
れ
る
場

面
も
見
ら
れ
、
学
生
の
皆
様

に
と
っ
て
も
「
有
意
義
で
貴

重
な
体
験
に
な
っ
た
」
と
の

こ
と
で
し
た
。 

 

利
用
者
の
皆
様
も
若
い

方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し

ま
れ
ま
し
た
。 

 
 

                          

 

今
年
も
代
表
の
利
用

者
様
に
お
経
を
読
ん
で

も
ら
い
、
お
線
香
を
上

げ
お
盆
さ
ん
を
迎
え
ま

し
た
。 

 

各
班
で
は
ナ
ス
と
キ

ュ
ウ
リ
で
牛
と
馬
を
作

り
、
大
き
い
物
や
個
性

的
な
形
の
物
様
々
な
精

霊
馬
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
十
六
日
に
は

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で

し
た
が
、
大
勢
の
利
用

者
様
・
職
員
が
集
ま
り

「
送
り
火
」
を
行
い
ま

し
た
。 

           

皆
様
が
お
線
香
を

上
げ
、
手
を
合
わ
せ

「
ご
先
祖
様
が
無
事

に
帰
れ
ま
す
よ
う
に

…
」
「
ま
た
来
年
会
え

ま
す
よ
う
」
等
様
々
な

想
い
の
中
お
送
り
を

し
ま
し
た
。 
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～ 

仁
生
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 

『
花
の
里
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
』 

～ 

 

仁
生
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
八
月
二
十
一

日
～
二
十
三
日
の
三
日
間
に
渡
り
、
花
の
里
バ
ス
ハ
イ
キ

ン
グ
（
富
士
見
高
原
ス
キ
ー
場
）
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
利
用
者
の
皆
様
と
大
草
原
に
咲
く

色
と
り
ど
り
の
百
日
草
の
優
美
さ
と
、
富
士
見
高
原
の
草

原
の
風
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

     

 
 

～ 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
や
す
ら
ぎ
」 

～ 

 
 
 
 

       

 
 
 
 
 
 

～ 

第
二
仁
生
園 

～ 

 

山
の
音
楽
隊
の
演
奏 

 

八
月
二
十
三
日
、
横
浜
楽
友
協
会
「
山
の
音
楽
隊
」
の

皆
さ
ん
が
昨
年
に
続
き
二
回
目
の
来
園
で
演
奏
に
来
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
大
河
ド
ラ
マ
「
軍
師
官
兵
衛
の
テ
ー
マ
」

「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」
の
曲
や
、
「
八
木
節
」
「
夏
の
思
い

出
」
な
ど
の
馴
染
み
の
曲
を
聞
き
ま
し
た
。「
ア
ナ
と
雪
の

女
王
」
は
先
日
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会
を
し
た
ば
か
り
で
し
た
の

で
、
口
ず
さ
ん
で
歌
っ
て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。 

。 

     

 

 

 

 

 

 

仁
生
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
は
、
四
季
折
々
の
行
事

や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
用
意

し
、
皆
様
に
楽
し
ん
で
頂
け
る

よ
う
に
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

是
非
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

     

 

八
月
六
日
（
水
）
お
天

気
が
よ
く
暑
い
日
、
「
八

ヶ
岳
中
央
農
業
実
践
大

学
校
」
へ
避
暑
ド
ラ
イ
ブ

に
全
員
で
出
か
け
て
き

ま
し
た
。 

 

涼
し
い
高
原
で
お
弁

当
を
食
べ
、
芝
生
の
上
で

昼
寝
を
し
、
高
原
の
夏
を

感
じ
て
き
ま
し
た
。 

   

 

ま
た
、
小
淵
沢
の
「
リ
ゾ
ナ
ー
レ
」
に
出
か
け
た
時
に

は
、
ド
レ
ス
姿
の
花
嫁
さ
ん
を
見
る
幸
運
に
恵
ま
れ
、
若

か
り
し
頃
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お

い
し
い
昼
食
を
食
べ
に
「
ス
パ
テ
ィ
オ
小
淵
沢
」
に
出
か

け
た
り
、
室
内
で
は
手
芸
や
工
作
を
楽
し
ん
だ
り
、
今
年

も
「
夏
」
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

 
 

   

 

青
空
が
広
が
り
、
素
晴

ら
し
い
景
色
と
空
気
を

感
じ
て
き
ま
し
た
。 

午
後
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
は
無

理
な
く
体
を
動
か
せ
る
ゲ
ー
ム

等
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。 

  

 

目
の
前
で
演
奏
さ
れ
る
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
の
勇
壮
な
音
や
、
フ
ル
ー
ト
・
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
の
優
し
い
音
色
の
生
演
奏
に

自
然
と
体
も
弾
み
ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
日
は
長
坂
町
の
キ
ッ
ズ

ク
ラ
ブ
ひ
ま
わ
り
の
皆
さ
ん
も
来
園

し
、
一
緒
に
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

避
暑
ド
ラ
イ
ブ 

 

 

八
月
二
十
七
日
、
開
館
十
周
年
記
念
特
別
展
と
し
て
イ

ン
ド
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
方
の
絵
画
や
彫
刻
品
等
が
展
示
さ

れ
て
い
る
「
平
山
郁
夫
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
美
術
館
」
へ
行
っ

て
き
ま
し
た
。
展
示
室
四
方
一
面
の
岩
絵
の
具
で
描
か
れ 

た
砂
漠
の
ラ
ク
ダ
の
絵
画
に

は
利
用
者
様
も
驚
き
の
歓
声

で
し
た
。 

最
後
の
記
念
撮
影
で
は
、

シ
ル
ク
の
ス
ト
ー
ル
や
タ
ー

バ
ン
で
素
敵
な
ス
ナ
ッ
プ
写

真
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。 

     



平
成
二
十
六
年
八
月
一
日
～ 

平
成
二
十
六
年
八
月
三
十
一
日 

 
愛
寿
会
・
仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
へ
の 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

                             

                           

                           

 

愛
寿
会
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
や
施
設
見
学
等
の

ご
希
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

仁 

生 

園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
３
３
４
０ 

第
二
仁
生
園 

電
話 

０
５
５
１
（
３
２
）
８
２
７
０ 
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感
謝 
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 ・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
が
ら
か
グ
ル
ー
プ 

代
表 

吉
田 

道
子 

 
 

様 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
ず
っ
こ
の
会 

 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

代
表 

佐
野 

恭
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

う
た
な
か
ま
八
ヶ
岳 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

保 

坂 
 

多
枝
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

井 

上 
 

早
智
子 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

三 

村 
 

明 

子 
 

様 

・
北
杜
市 
 
 
 
 
 
 

原 

田 
 

勝 

子 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

小
泉
保
護
司
会
女
性
部 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

佐 

藤 
 

英 

道 
 

様 

・
横

浜

楽

友

協

会

「

山

の

音

楽

隊

」 
 

様 

              

い
つ
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
利
用
者
の
皆
様
に
、
よ
り
ご
満
足
い
た
だ
け
る
施
設

運
営
を
目
指
し
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
誠
心
誠
意
努
め
て
参
り

ま
す
。 

何
卒
、
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
の
ほ
ど
を
、
ま
た
、
ご
叱
正
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

略
儀
な
が
ら
、
お
礼
状
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

金
員
・
物
品
の
ご
寄
附 

 ・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

葛 

窪 
 

滋 

太 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 
 
 
 
 

小
宮
山 

 
 

要 
 
 

様 

・
千
葉
県
白
井
市 

 
 
 

湯 

浅 
 

四 

郎 
 

様 

 
 
 
 
 
 
 
 

   

愛
寿
会
後
援
会
入
会
者
様 

 

・
諏
訪
郡
富
士
見
町 

 

五 

味 
 

正 

昭 
 

様 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

 

山 

寺 
 

園 

江 
 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 

堤 
 

 
 

辰 

彦 
 

様 

・
荒
川
区
南
千
住 

 
 

佐 

藤 
 

き
よ
子 

 

様 

・
三
鷹
市
井
の
頭 

 
 

山 

本 
 

美
根
子 

 

様 

・
韮
崎
市
藤
井
町 

 
 

細 

田 
 

太
満
美 

 

様 

・
北
杜
市
長
坂
町 

 
 

井 

出 
 

武 

男 
 

様 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 
 

藤 

森 
 

百 

代 
 

様 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

 

茅 

野 
 

美
江
子 

 

様 

・
北
杜
市
小
淵
沢
町 

 

砂 

山 
 

可
乃
江 

 

様 

        

 

 

愛 

寿 

会 

職 

員 

募 

集 
 

愛
寿
会
で
は
介
護
職
員
・
看
護
師
（
正

看
・
准
看
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
友

人
知
人
の
方
で
福
祉
の
お
仕
事
を
や
っ

て
み
た
い
方
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。 

フ
ル
タ
イ
ム
で
働
け
る
方
、
ご
都
合

の
良
い
時
間
帯
で
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム

等
、
例
え
ば
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
な
ど
と
勤
務
時
間
の
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。 

な
お
、
給
与
、
手
当
等
は
、
愛
寿
会

規
程
に
基
づ
き
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、 

採
用
担
当 

小
林
ま
で
お
電
話
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

（
☎
〇
五
五
一
―
三
二
―
三
三
四
〇
） 

  

 

千
葉
県
白
井
市
の
湯
浅
様
か
ら
「
梨
」 

 

長
坂
町
中
丸
の
小
宮
山
様
か
ら
「
リ
ン
ゴ
」
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
た
だ
き
ま
し
た 

           

 

 

湯
浅
四
郎
・
昌
枝
様
ご
夫

婦
か
ら
、
白
井
市
特
産
の
梨

「
豊
水
」
を
た
く
さ
ん
送
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
小
宮
山
要
様
に
は

丹
精
込
め
て
育
て
た
リ
ン

ゴ
「
つ
が
る
」
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

仁
生
園
・
第
二
仁
生
園
の

皆
様
は
「
お
い
し
い
」
と
大

変
喜
ば
れ
ま
し
た
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 


